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「飛翔体観測(CALET)による高エネルギー宇宙線加速天体の研究」

高エネルギー電子の観測により近傍加速源及び暗黒物質の探索を主要な目的としたCALETは、2015年8月にISS「きぼう」に設置された。これまで約１４ヶ月の間、軌道上運用がCALET Waseda Operations Center (WCOC)において順調に実施されており、高エネルギー（>10GeV)トリガーによる宇宙線イベントを約2.7億例取得している。現在、国際チームによるデータ解析が進行中であり、５年間の観測を予定している。
